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立
命
館
大
学
図
書
館
西
園
寺
文
庫
所
蔵
の
和
装
本
の
中
で
、
ひ
と
き
わ
目
を
ひ
く

書
冊
群
に
西
園
寺
家
伝
来
の
江
戸
期
和
歌
御
会
資
料
、
お
よ
び
歌
集
写
本
・
版
本
が

あ
る
が
、
こ
れ
に
次
ぐ
書
冊
資
料
群
が
俳
諧
、
俳
句
の
写
本
・
版
本
で
あ
る
。
本
稿

は
こ
れ
ら
俳
諧
、
俳
句
に
関
す
る
書
籍
（
以
下
俳
書
と
す
る
）
の
和
装
本
に
つ
い
て

調
べ
た
と
こ
ろ
を
報
告
す
る
。

さ
て
、
西
園
寺
文
庫
の
沿
革
に
つ
い
て
は
、『

西
園
寺
文
庫
目
録
』（
一
九

九
〇
年
一
〇
月
・
立
命
館
大
学
図
書
館
）
の
衣
笠
安
喜
氏
の
「『
西
園
寺
文
庫
目
録
』
刊

行
に
あ
た
っ
て
」
が
簡
に
し
て
最
も
要
を
得
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
西
園
寺
公

望
の
生
前
に
三
度
図
書
の
寄
贈
が
な
さ
れ
た
と
い
う
。
大
正
十
四
年
、
立
命
館
文
庫

設
立
を
記
念
し
て
英
・
仏
書
一
八
〇
冊
の
寄
贈
、
次
い
で
昭
和
六
年
に
和
漢
書
三
〇

〇
冊
、
さ
ら
に
昭
和
十
五
年
、
死
去
の
半
年
前
に
和
漢
書
六
六
七
一
冊
の
寄
贈
で
あ

る
。
ち
な
み
に
、
西
園
寺
文
庫
の
創
設
は
昭
和
十
三
年
の
こ
と
で
あ
る
。
以
来
、
こ

れ
ら
の
寄
贈
図
書
・
資
料
に
加
え
て
中
川
小
十
郎
旧
蔵
本
、
大
学
が
補
充
、
購
入
し

た
図
書
・
資
料
に
よ
っ
て
今
日
の
西
園
寺
文
庫
が
構
成
さ
れ
て
い
る
。
同
氏
の
分
類

に
従
え
ば
、
西
園
寺
文
庫
は
、

①
西
園
寺
家
伝
来
の
も
の

②
公
望
自
身
が
買
い
求
め
た
も
の

③
公
望
が
献
本
、
贈
呈
を
う
け
た
も
の

④
大
学
が
補
充
、
購
入
し
た
も
の

の
四
つ
に
大
別
さ
れ
る
。

俳
書
の
う
ち
で
最
も
多
い
も
の
は
④
の
大
学
が
補
充
、
購
入
し
た
図
書
・
資
料
で
、

お
そ
ら
く
そ
の
大
半
が
中
川
小
十
郎
の
旧
蔵
本
で
あ
ろ
う
。
江
戸
・
明
治
期
の
類
題

集
、
撰
集
、
季
寄
せ
等
、
広
範
な
蒐
集
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
分
類
①
の
西
園
寺

家
伝
来
の
俳
書
は
、
ご
く
少
数
に
と
ど
ま
る
も
の
と
思
わ
れ
る
（
公
望
入
手
の
特
定

で
き
な
い
俳
諧
秘
伝
書
の
写
本
に
わ
ず
か
な
が
ら
そ
の
可
能
性
が
あ
る
が
、
他
の
蔵
書
と
の

傾
向
、
関
連
性
か
ら
考
え
て
、
公
望
入
手
の
俳
書
と
考
え
た
方
が
よ
い
か
と
思
う
）。
問
題

は
表
題
に
掲
げ
た
公
望
旧
蔵
の
俳
書
②
と
③
で
あ
る
。

一
公
望
入
手
の
古
俳
書

西
園
寺
公
望
が
購
入
し
た
と
す
る
確
た
る
証
拠
は
残
念
な
が
ら
求
め
得
な
い
が
、

知
己
な
ど
を
介
し
て
入
手
し
た
と
推
定
さ
れ
る
俳
書
が
あ
る
。
そ
れ
は
【
図
版
】
に

示
し
た
「
未
暁
庵
」（
陰
刻
・
陽
刻
の
二
種
）
な
い
し
は
「
未
暁
庵
文
庫
」（
陽
刻
）
の

印
を
捺
す
同
一
旧
蔵
者
の
想
定
さ
れ
る
も
の
で
、
中
に
は
古
俳
書
の
珍
本
も
含
ま
れ

て
い
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
蔵
書
印
は
、「
未
暁
庵
」
を
名
乗
っ
た
尾
張
の
俳
人
大
木

静
處
の
も
の
で
、
俳
書
、
墨
蹟
資
料
の
か
な
り
の
蒐
集
家
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
筆
者

架
蔵
の
嵐
雪
の
「
小
槌
画
賛
」
扇
面
一
点
も
同
人
の
旧
蔵
品
と
し
て
の
証
紙
が
あ
る
。

ち
な
み
に
、
鬼
頭
素
朗
・
伊
藤
亮
三
共
著
『
尾
張
俳
人
考
』（
昭
和
十
五
年
十
一
月
・

奎
星
社
）
の
立
項
す
る
記
載
内
容
の
一
部
を
摘
記
す
れ
ば
、
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號

未
曉
庵
・
沙
流
・
量
湖

稱

左
門
・
貞
次
郎
・
菱
屋
重
次
郎

生
地

春
日
井
郡
西
枇
杷
島
六
軒
町

生

文
政
十
一
年
七
月
十
三
日

歿

明
治
二
十
五
年
九
月
十
六
日
　
年

六
十
五

師
承

芝
石
（
俳
諧
）、
渡
邊
周
溪
（

）、
柳
澤
維
賢
（
書
）

備
考

世
々
農
に
し
て
商
を

ね
、
苗
字
帶
刀
の
家
柄
、
性
恬
淡

靜
、
風
雅

を
好
み
、
常
に
書

珍
籍
、
古
器
を
愛
し
、
暇
あ
る
時
は
凡
海
内
の
勝

地

蹟
往
て
訪
は
ざ
る
な
し
。

と
あ
り
、
静
處
三
回
忌
追
善
集
『
不
昧
集
』（
明
治
二
十
七
年
夏
羽
洲
序
）
の
双
橋
園

秀
石
の
跋
に
も
は
や
く
、

先
師
未
暁
庵
静
處
翁
は
大
木
氏
、
通
称
重
次
郎
、
幼
名
を
左
門
又
貞
次
郎
と
い

ふ
。
文
政
十
一
年
七
月
十
三
日
名
古
屋
城
西
琵
琶
橋
畔
の
家
に
生
れ
た
ま
へ
り

…
…
風
流
の
志
し
篤
く
帯
月
菴
芝
石
叟
の
門
に
入
り
…
…
は
じ
め
俳
号
を
沙

流
、
ま
た
量
湖
と
呼
び
、
後
に
未
暁
庵
静
處
と
改
め
ら
れ
ぬ
。
長
ず
る
に
随
ひ

深
く
正
風
の

奥
を
窮
め
…
…
海
内
の
勝
地
名
蹟
殆
ど
杖
を
曳
か
れ
…
…
う
づ

高
く
和
漢
の
書
画
珍
籍
古
窯
奇
器
く
さ

ぐ
を
も
楽
み
、
六
十
有
五
の
歳
月
さ

ら

く
笑
み
を
ふ
く
ま
ざ
る
は
な
か
り
き
。

と
符
合
す
る
記
述
が
見
ら
れ
（
む
し
ろ
所
伝
の
要
点
は
、
こ
の
『
不
昧
集
』
の
跋
文
を
出

典
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
）、
お
お
よ
そ
の
人
と
な
り
と
が
確
認
で
き
よ
う
。
た
だ
し
、

静
處
の
歿
年
が
明
治
二
十
五
年
で
あ
り
、
通
説
（
竹
越
與
三
郎
著
『
陶
庵
公
』
・
昭
和

五
年
二
月
・
叢
文
閣
ほ
か
。
出
所
は
お
そ
ら
く
公
望
自
身
の
執
筆
し
た
『
羽
洲
発
句
集
』
の

明
治
四
十
二
年
十
一
月
三
日
の
序
文
か
ら
で
あ
ろ
う
）
に
従
え
ば
、
公
望
の
俳
諧
へ
の
関

心
が
大
磯
居
住
を
機
に
、
そ
の
地
で
出
会
っ
た
間
宮
宇
山
と
の
交
流
以
降
に
芽
生
え

た
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
静
處
と
の
直
接
の
交
渉
か
ら
、
蔵
書
の
一
部
を
入
手
し
た

と
見
る
の
は
非
常
に
難
し
い
こ
と
に
な
る
。
む
し
ろ
両
者
の
接
点
は
な
か
っ
た
と
考

え
る
の
が
よ
り
現
実
的
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

な
お
、
大
木
静
處
の
旧
蔵
本
は
、
そ
の
歿
後
四
散
し
、
一
部
が
古
俳
書
蒐
集
家
の

竹
内
琴
涯
の
手
に
落
ち
た
よ
う
で
あ
る
（『
文
学
堂
書
店
古
書
目
録
』
第
23
号
・
平
成
十

一
年
初
冬
所
収
の
『
華
摘
』、『
尾
張
の
俳
諧
』
名
古
屋
市
博
物
館
資
料
図
版
目
録
３
・
二
〇

〇
二
年
一
〇
月
所
収
『
口
笛
集
』、
原
本
未
見
）。
こ
れ
と
同
様
に
、
ま
た
そ
の
一
部
の

古
俳
書
は
他
の
人
物
の
手
に
わ
た
り
、
そ
れ
が
や
が
て
西
園
寺
公
望
の
所
蔵
本
に
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
に
、
大
木
静
處
旧
蔵
本
で
後
に
公
望
が
入
手
す
る
こ
と
に
な
っ
た
古
俳
書
十

七
点
を
紹
介
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。
数
の
う
え
で
は
少
量
だ
が
、
先
に
も
ふ
れ

た
と
お
り
、
中
に
は
古
俳
書
中
の
珍
本
も
含
ま
れ
て
い
る
。
西
園
寺
文
庫
の
資
料
番

号
の
若
い
順
に
通
し
番
号
を
付
け
て
書
誌
を
簡
単
に
記
す
。

１
、
資
料
番
号
（
２
１
８
３
）

去
来
抄
　
　
半
紙
本
三
冊
（
上
・
中
・
下
）
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【
図
版
】

未
暁
庵
（
陰
刻
）

縦
二
・
〇
糎
×
横
二
・
〇
糎

未
暁
庵
（
陽
刻
）

縦
二
・
六
糎
×
横
一
・
六
糎

未
暁
庵
文
庫
　
　
　
縦
三
・
〇
糎
×
横
一
・
二
糎



安
永
四
年
乙
未

三
月

皇
都
書
林
　
井
筒
屋
庄
兵
衛

橘
屋
治
兵
衛

備
考
　
印
記
「
未
暁
庵
」（
陽
刻
）

表
紙
の
付
箋
番
号
「
第
百
八
拾

□
」

２
、
資
料
番
号
（
２
１
９
８
）

増
山
井
　
　
半
紙
本
一
冊

安
永
三
年
甲
午
春
正
月
再
版

日
本
橋
新
右
衛
門
町
　
戸
倉
屋
喜
兵
衛

備
考
　
印
記
「
未
暁
庵
文
庫
」
・
付
箋
番
号
な
し
。

３
、
資
料
番
号
（
２
２
３
６
）

こ
が
ら
し
集
　
半
紙
本
一
冊

書
林
　
京
麸
屋
町
三
条
上
ル
丁

勝
田
吉
兵
衛
梓

備
考
　
青
阿
編
・
寛
政
五
年
刊
。

替
表
紙
に
元
題
簽
を
貼
る
改
装
本
。

印
記
「
未
暁
庵
文
庫
」
・
付
箋
番
号
な
し
。

４
、
資
料
番
号
（
２
２
６
１
）

お
く
の
ほ
そ
道
　
升
形
本
一
冊

京
寺
二
条
上
ル
町

井
筒
屋
庄
兵
衛
板

備
考
　
元
禄
初
版
の
や
や
後
印
本
。

印
記
「
未
暁
庵
」（
陽
刻
）

表
紙
の
付
箋
番
号
「
第
百
七
拾
番
」

５
、
資
料
番
号
（
２
２
７
０
）

俳諧

深
川
　
半
紙
本
一
冊

京
寺
町
二
条
上
ル
町

井
筒
屋
庄
兵
衛
板

備
考
　
替
表
紙
に
元
題
簽
を
貼
る
改
装
本
だ
が
、
元
禄
六
年
の
初
刷
本
と
推
定

さ
れ
る
。

印
記
「
未
暁
庵
文
庫
」
・
付
箋
番
号
な
し
。

６
、
資
料
番
号
（
２
２
７
４
）

三
疋
猿
　
半
紙
本
一
冊

京
寺
町
二
条
上
ル
丁

井
筒
屋
庄
兵
衛
板

備
考
　
後
印
本
。

印
記
「
未
暁
庵
文
庫
」

表
紙
の
付
箋
番
号
「
第
百
六
拾

□
」

７
、
資
料
番
号
（
２
２
７
６
）

う
き
よ
の
北
　
半
紙
本
一
冊
（
欠
乾
巻
一
冊
）

京
寺
町
二
条
上
ル
町

井
筒
屋
庄
兵
衛
板

備
考
　
下
巻
一
冊
。

印
記
「
未
暁
庵
文
庫
」
・
付
箋
番
号
な
し
。
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８
、
資
料
番
号
（
２
２
８
０
）

去
来
発
句
集
　
半
紙
本
一
冊

備
考
　
刊
記
な
し
。

印
記
「
未
暁
庵
」（
陽
刻
）

表
紙
の
付
箋
番
号
「
第
弐
百
廿
□
」

９
、
資
料
番
号
（
２
２
８
１
）

丈
草
発
句
集
　
半
紙
本
一
冊

安
永
三
午
年
六
月
翠
梼
堂

蕉
門
書
林
　
井
筒
屋
庄
兵
衛

橘
屋
　
治
兵
衛
　
板
行

備
考
　
８
の
去
来
発
句
集
と
二
冊
の
同
時
刊
行
。

印
記
「
未
暁
庵
」（
陽
刻
）

表
紙
の
付
箋
番
号
「
第
弐
百
拾
九
□
」

10
、
資
料
番
号
（
２
２
８
８
）

別
座
鋪
　
半
紙
本
一
冊

俳
諧
書
林

花
洛
寺
町
二
条
下

橘
屋
治
兵
衛
梓

備
考
　
再
版
本
。

印
記
「
未
暁
庵
文
庫
」

表
紙
の
付
箋
番
号
「
第
百
八
拾

□
」

11
、
資
料
番
号
（
２
２
８
９
）

續
み
な
し
栗
　
半
紙
本
二
冊
（
甲
・
乙
）

貞
享
丁
卯
歳
霜
月
仲
三
日

皇
都
書
林

京
堀
川
通
錦
小
路
上
ル
町

西
村
市
郎
右
衞
門
蔵
版

備
考
　
後
印
本
。
替
表
紙
の
改
装
本
。

印
記
「
未
暁
庵
文
庫
」
・
付
箋
番
号
な
し
。

12
、
資
料
番
号
（
２
３
１
０
）

士
朗
五
七
集
　
小
本
五
冊

書
肆
　
尾
張
名
古
屋
本
町
七
丁
目

永
楽
屋
東
四
郎

備
考
　
印
記
「
未
暁
庵
文
庫
」
・
付
箋
番
号
な
し
。

13
、
資
料
番
号
（
２
３
４
７
）

訂正

蒼

翁
句
集
　
半
紙
本
二
冊
（
上
・
下
）

弘
化
四
未
年
正
月

京
寺
町
四
条
下
ル
町

山
城
屋
佐
兵
衛

同
　
二
条
堺
町
西
入
町

林
　
芳
兵
衛

大
阪
心
齋
橋
筋
博
労
町

河
内
屋
茂
兵
衛

紀

若
山
新
通
二
丁
目

帯
屋
伊
兵
衛

備
考
　
上
巻
見
返
し
に
「
京
都
書
林
　
林
芳
兵
衛
製
本
正
記
」
の
朱
印
。

印
記
「
未
暁
庵
文
庫
」
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表
紙
の
付
箋
番
号
「
第
弐
百
四
拾
□
」

14
、
資
料
番
号
（
２
３
５
３
）

沙

発
句
集
　
半
紙
本
一
冊

書
肆
　
尾
州
名
古
屋
本
町
一
丁
目

風
月
堂
孫
助

同
　
本
町
四
丁
目

晴
月
堂
宇
兵
衛

備
考
　
鳳
文
撰
・
弘
化
二
乙
巳

晩
秋
（
見
返
し
）

印
記
「
未
暁
庵
」（
陰
刻
）

表
紙
の
付
箋
番
号
「
第
弐
百
三
拾
三
□
」

※
後
表
紙
見
返
し
に
次
の
よ
う
な
本
書
の
伝
来
を
記
し
た
付
箋
を
貼
付
す
る
。

「
此
集
未
十
一
月
十
七
日
芹
舎

庭
雅
へ
渡
り
／
車
友

申
七
月
二
日
拙

者
が
請
取
申
候
」（
二
行
書
）

15
、
資
料
番
号
（
２
３
５
６
）

増補

方
圓
発
句
集
　
半
紙
本
二
冊

書
林
　
心
斎
橋
通
本
町
角

河
内
屋
藤
兵
衛
外
八
軒

印
記
「
未
暁
庵
文
庫
」

表
紙
の
付
箋
番
号
「
第
弐
百
三
拾
九
番
」

16
、
資
料
番
号
（
２
４
９
１
）

蒼
山
発
句
集
　
半
紙
本
一
冊

明
治
五
年
壬
申
孟
夏

古
木
庵
蔵

印
記
「
未
暁
庵
文
庫
」
・
付
箋
番
号
な
し
。

17
、
資
料
番
号
（
２
６
４
６
）

芭
蕉
翁

奥
細
道
拾
遺
　
升
形
本
一
冊

延
享
甲
子
林
鐘

洛
陽
蕉
門
書
林

井
筒
屋
庄
兵
衛

橘
屋
治
兵
衛

印
記
「
未
暁
庵
文
庫
」

表
紙
の
付
箋
番
号
「
第
百
七
拾

□
」

右
に
は
資
料
番
号
、
書
名
（
題
簽
に
よ
る
）
書
型
、
冊
数
、
奥
付
、
刊
記
を
と
り
、

備
考
に
旧
蔵
印
の
別
、
表
紙
に
現
存
す
る
付
箋
に
よ
る
旧
蔵
番
号
を
記
し
た
。
ま
た
、

必
要
に
応
じ
て
記
載
事
項
、
所
見
を
加
え
た
。
な
お
、
旧
蔵
者
の
付
箋
番
号
に
空
白

が
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
現
在
の
所
蔵
ラ
ベ
ル
が
上
に
貼
ら
れ
て
判
読
を
邪
魔
し
て

い
る
た
め
で
あ
る
。

さ
て
、
付
箋
番
号
に
よ
っ
て
「
第
弐
百
四
拾
□
」
が
確
認
さ
れ
る
か
ら
、
そ
の
所

蔵
点
数
も
和
漢
書
を
含
め
て
膨
大
な
も
の
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
い
ま
、
こ
こ

に
「
所
蔵
点
数
」
と
記
し
た
が
、
こ
れ
は
、
た
と
え
ば
三
冊
本
の
場
合
、
第
一
冊
目

に
の
み
所
蔵
番
号
を
付
け
て
い
た
旧
蔵
者
の
分
類
形
態
（
お
そ
ら
く
こ
れ
が
一
般
的
な

方
法
で
あ
ろ
う
）
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
右
の
書
目
の
『
去
来
抄
』
に
よ
っ
て
も
こ

の
点
は
明
ら
か
だ
が
、
書
目
番
号
７
の
『
う
き
よ
の
北
』
に
旧
蔵
付
箋
番
号
を
欠
く

の
は
、
乾
・
坤
二
冊
の
う
ち
の
「
坤
」
の
み
が
現
存
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

替
表
紙
の
場
合
は
、
旧
蔵
の
付
箋
番
号
の
付
い
た
元
表
紙
が
な
い
か
ら
で
、
現
在
の

私
見
は
、
大
木
静
處
の
数
字
の
筆
蹟
（『
閑
古
鳥
』
・
明
治
十
二
年
七
月
自
跋
の
版
下
文

字
等
）
と
照
合
し
て
、
ほ
ぼ
付
箋
番
号
を
同
人
の
も
の
と
判
断
し
て
矛
盾
の
な
い
も
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の
と
考
え
て
い
る（【
図
版
】

は
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
表
紙

右
下
に
貼
付
さ
れ
て
い
る
付

箋
番
号
）。
な
お
、
書
目
中

に
記
し
た
14
『
沙

発
句

集
』
の
後
表
紙
見
返
し
に

「
此
集
未
十
一
月
十
七
日

芹
舎

庭
雅
へ
渡
り
、
車
友

申
七
月
二
日
拙
者
が
請
取
申
候
」
と
あ
る
付
箋
（
静

處
の
自
筆
で
あ
ろ
う
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
『
沙

発
句
集
』
は
明
治
四
年
（
庭
雅
の
歿

年
か
ら
推
定
）
十
一
月
十
七
日
、
京
の
八
木
芹
舎
か
ら
尾
張
の
庭
雅
へ
、
さ
ら
に
同

じ
尾
張
の
織
田
車
友
か
ら
明
治
五
年
七
月
二
日
に
旧
蔵
者
大
木
静
處
へ
と
わ
た
っ
た

事
情
が
判
明
す
る
。
そ
の
『
沙

発
句
集
』
に
「
第
弐
百
三
拾
三
」
の
番
号
が
与
え

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
考
え
る
と
、
所
蔵
本
を
整
理
し
、
分
類
の
番
号
が
付
け
ら

れ
た
の
は
明
治
五
年
の
七
月
以
降
の
こ
と
と
推
測
さ
れ
る
。
未
暁
庵
文
庫
の
旧
蔵
本

で
あ
り
な
が
ら
、
元
表
紙
を
も
つ
16
『
蒼
山
発
句
集
』
な
ど
に
付
箋
番
号
を
欠
く
の

は
、
分
類
、
整
理
後
の
入
手
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
別
に
何
ら
か
の
事
情
（
古
俳

書
で
は
な
い
等
）
に
よ
る
も
の
と
考
え
る
し
か
な
い
。

さ
て
、
今
日
、
大
木
静
處
と
西
園
寺
公
望
と
を
直
接
結
び
つ
け
る
資
料
を
管
見
の

範
囲
で
は
見
出
し
得
な
い
が
、
こ
こ
に
あ
る
人
物
を
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
静
處
か

ら
公
望
へ
の
蔵
書
移
動
が
現
実
的
な
も
の
と
な
っ
て
く
る
。
先
に
も
ふ
れ
た
静
處
の

追
善
集
『
不
昧
集
』
に
序
を
寄
せ
、
そ
の
中
で
「
を
さ
な
友
達
」
と
回
想
し
、
同
じ

芝
石
門
の
俳
人
で
も
あ
っ
た
松
浦
羽
洲
（
文
政
九
年
〜
大
正
三
年
十
二
月
二
十
三
日
、

享
年
八
十
八
）
そ
の
人
で
あ
る
。

羽
洲
に
つ
い
て
は
『
陶
庵
公
』（
既
出
）
の
「
公
の
文
藻
と
趣
味
」
や
『
陶
庵
素

描
』（
安
藤
徳
器
・
昭
和
十
一
年
七
月
・
新
英
社
）
の
記
事
に
見
え
る
よ
う
に
、
公
望
の

俳
諧
の
師
匠
筋
に
あ
た
る
人
物
で
、
こ
こ
に
再
び
『
尾
張
俳
人
考
』
を
繙
け
ば
、

尾
藩
御
用

宮

九
兵
衛
男
、
十
七
歳
の
時

母
の
實
家
を
繼
ぎ
、
名
古
屋
東

萬
町
住
、
古
着
商
、
頗
る
資

に
富
み
、
名
古
屋
東
魚
町
に
新
築
す
、
性
洒
落

に
し
て

廉
、
俳
壇
に
力
を
盡
し
、

俳
流
の
門
下
多
く
西
園
寺
陶
庵
公
の

如
き
も
其
教
を
受
け
し
こ
と
あ
り
、
又
謠
曲
を
能
く
す
。

と
あ
る
か
ら
、
そ
の
交
流
を
裏
づ
け
る
資
料
に
つ
い
て
は
逐
一
挙
げ
る
必
要
も
な
い

だ
ろ
う
。
ち
な
み
に
西
園
寺
文
庫
に
は
、
年
次
不
明
の
六
月
十
五
日
付
羽
洲
宛
不
讀

書
簡
一
幅
が
あ
る
（『
西
園
寺
公
望
傳
』「
別
巻
一
」
・
立
命
館
大
学
編
・
一
九
九
六
年
一

一
月
・
岩
波
書
店
所
収
。
他
に
八
月
卅
日
付
羽
洲
宛
書
簡
を
収
め
る
）。

そ
の
松
浦
羽
洲
も
ま
た
『
心
月
菴
並
某
旧
家
所
蔵
品
賣
立
目
録
』（
名
古
屋
美
術
倶

楽
部
・
昭
和
十
四
年
十
一
月
二
十
四
日
）
に
そ
の
旧
蔵
品
と
し
て
土
芳
筆
歌
仙
幅
（
端

作
に
「
酉
の
冬
東
武
蕉
翁
へ
心
見
之
一
巻
」
と
あ
る
元
禄
六
年
冬
、
芭
蕉
の
許
へ
と
ど
け
ら

れ
た
伊
賀
連
衆
、
配
力
・
雪
芝
・
車
来
と
の
四
吟
歌
仙
。
学
会
未
見
の
資
料
）
が
見
え
た

り
、
芭
蕉
筆
「
花
を
や
ど
に
」
等
三
句
懐
紙
（
現
個
人
蔵
）
の
旧
蔵
者
（
二
重
箱
の
内

箱
小
口
に
「
満
都
良
蔵
」
の
印
の
あ
る
よ
し
。
筆
者
未
見
）
と
し
て
知
ら
れ
、
芭
蕉
、
お

よ
び
蕉
門
の
墨
蹟
資
料
蒐
集
家
の
一
面
を
持
っ
て
い
た
。
自
ら
蕉
門
八
世
を
名
乗
っ

た
と
も
い
う
。
西
園
寺
文
庫
に
も
公
望
が
そ
の
師
弟
関
係
か
ら
直
接
入
手
（
羽
洲
歿

後
の
可
能
性
も
あ
る
）
し
た
こ
と
の
確
定
で
き
る
古
俳
書
三
点
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら

に
は
共
通
し
て
【
図
版
】
に
示
し
た
「
満
都
良
章
」
の
蔵
書
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
俳
書
は
、

資
料
番
号
（
２
２
４
５
）

○
季
吟
法
印

俳
諧
秘
　
半
紙
本
一
冊

寛
保
元
辛
酉

歳
文
月
下
浣
　
東
文
写

※
東
文
の
書
写
奥
書
「
此
書
者
元
祖
貞
徳
ヨ
リ

貞
室
ニ
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傳
フ

貞
室
季
吟
ニ

傳
フ

季
吟
ヨ
リ

濃
之
貞
静
軒
ニ

傳
授
ス

其
子
六
々
庵
ヨ
リ

愚
受
レ

之
」
に

よ
れ
ば
六
々
庵
太
田
巴
静
所
持
本
か
ら
の
転
写
本
で
、『
季
吟
芭
蕉
家家

廿
五
箇
条
』
の
伝

書
を
著
し
た
巴
静
の
種
本
の
内
容
に
相
当
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
興
味
深
い
一

本
で
あ
る
。

資
料
番
号
（
２
２
８
６
）

○
有
磯
海
　
　
半
紙
本
一
冊
　
（
浪
化
集
上
）

替
表
紙
の
改
装
本
。

資
料
番
号
（
２
２
８
７
）

○
と
な
み
山
　
半
紙
本
一
冊
　
（
浪
化
集
下
）

替
表
紙
の
改
装
本
。

※
二
冊
一
対
。
元
禄
八
年
井
筒
屋
庄
兵
衛
板
。

で
あ
り
、
い
ず
れ
も
芭
蕉
に
関
係
す
る
秘
伝
書
と
蕉
門
の
古
俳
書
で
あ
る
。
羽
洲
の

嗜
好
の
一
斑
が
垣
間
見
ら
れ
よ
う
が
、
実
の
と
こ
ろ
こ
の
傾
向
は
、
先
に
十
七
冊
を

書
目
と
し
て
紹
介
し
た
大
木
静
處
旧
蔵
本
の
一
部
と
も
合
致
す
る
の
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
静
處
の
旧
蔵
本
の
一
部
、
と
く
に
芭
蕉
お
よ
び
蕉
門
に
関
す
る
俳
書
は
、

そ
の
歿
後
、
旧
友
の
羽
洲
の
手
に
わ
た
り
、
そ
れ
が
い
つ
の
頃
か
、
羽
洲
の
旧
蔵
本

と
と
も
に
公
望
の
入
手
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
と
推
定
す
る
。
そ
の
中
に
は
尾
張
俳

人
の
家
集
（
個
人
句
集
）
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
公
望
が
興
味
を
示
し
て
静
處
の
所

蔵
本
を
直
接
購
入
し
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
こ
れ
ら
の
数
点
は
、
同
郷
の

先
人
に
追
慕
の
念
を
抱
い
て
い
た
羽
洲
の
手
を
経
由
し
た
結
果
と
し
て
、
た
ま
た
ま

公
望
の
入
手
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
一
度
は
羽
洲
の
許

へ
移
っ
た
静
處
旧
蔵
本
に
、
な
ぜ
、
羽
洲
自
身
の
蔵
書
印
を
捺
さ
な
か
っ
た
の
か
と

い
う
疑
問
も
残
る
が
、
こ
れ
は
旧
友
の
蔵
書
に
対
す
る
配
慮
の
あ
ら
わ
れ
で
も
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
公
望
旧
蔵
の
他
の
古
俳
書
が
、
ど
の
よ
う
な
入
手
の
経
路
を
辿
っ
た
も
の

か
、
そ
の
す
べ
て
は
明
ら
か
に
し
得
な
い
が
、
想
像
す
る
に
、
時
折
数
点
な
い
し
は

一
点
ず
つ
買
い
足
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
羽
洲
な
ど
公

望
の
俳
諧
で
の
交
流
圏
の
誰
彼
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
俳
書
も
あ
っ
た
で
あ
ろ

う
。
公
望
の
旧
蔵
俳
書
の
中
に
は
、

資
料
番
号
（
２
３
４
５
）

○
蒼

翁
俳
諧
集
（
蒼

翁
俳
諧
附
合
集
）

の
上
巻
に
「
相
州
大
礒
鴫
立
菴
知
事
」（
間
宮
宇
山
蔵
）
の
印
を
捺
す
伝
来
の
は
っ
き

り
し
た
も
の
も
含
ま
れ
る
が
、
こ
の
た
び
は
入
手
経
路
の
想
定
さ
れ
る
古
俳
書
の
一

群
に
つ
い
て
報
告
を
し
、
他
は
追
跡
調
査
の
お
よ
ば
な
か
っ
た
蔵
書
印
を
含
め
て
後

考
を
俟
ち
た
い
と
思
う
。

二

公
望
へ
の
献
呈
本

明
治
・
大
正
期
の
旧
派
の
俳
書
は
、
よ
り
一
層
私
家
の
配
り
本
の
様
相
を
濃
く
す

る
が
、
こ
の
よ
う
な
俳
書
の
扉
に
、
公
望
は
し
ば
し
ば
題
字
や
一
筆
の
揮
毫
を
依
頼

さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
俳
書
の
巻
頭
（
扉
）
に
書
家
、
高
僧
な
ど
が
文
字
の
揮
毫
を

す
る
例
は
、
決
し
て
こ
の
時
期
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
が
、
い
わ
ゆ
る
権
威
づ

け
の
ひ
と
つ
と
し
て
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
た
形
態
で
あ
る
。
公
望
の
名
声
に
便
乗
し

て
俳
書
を
権
威
づ
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
公
望
も
依
頼
さ
れ
れ
ば
、
こ
こ
ろ
よ
く
書

の
腕
を
ふ
る
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
西
園
寺
文
庫
の
俳
書
の
中
で
は
と
く
に
近
代
の
旧

派
俳
書
の
一
群
に
、
こ
の
よ
う
な
編
著
者
か
ら
返
礼
と
し
て
贈
ら
れ
た
献
呈
本
を
い

く
つ
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
発
句
（
俳
諧
用
語
で
近
代
で
は
あ
ま
り
用
い
な

い
が
、
公
望
の
嗜
好
を
考
慮
し
て
以
下
こ
の
語
で
統
一
す
る
）
を
望
ま
れ
て
一
句
を
呈
し
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た
も
の
や
、
い
っ
さ
い
何
ら
の
か
か
わ
り
を
持
た
な
い
場
合
で
も
、
知
己
な
ど
を
介

し
て
献
本
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
公
望
へ
の
献
呈
本
は
お

よ
そ

○
巻
頭
の
揮
毫
に
お
よ
ん
だ
も
の

○
発
句
を
載
せ
た
も
の

○
知
己
か
ら
の
贈
呈
本

に
分
類
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
（
公
望
が
序
文
を
草
し
た
『
羽
洲
発
句
集
』
が
二
部
当
文
庫
に

所
蔵
さ
れ
て
い
る
）。
な
お
、
正
確
に
い
う
と
、
巻
頭
に
揮
毫
を
し
た
う
え
に
一
句
を

載
せ
る
俳
書
も
あ
り
、
そ
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
つ
い
て
分
類
に
よ
る
書
名
一
覧
を
こ

こ
に
掲
載
す
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
の
た
び
は
巻
頭
の
揮
毫
に
お
よ
ん
だ
俳
書
を
列
記

し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
（
資
料
番
号
２
３
８
０
の
『
白
黄
菊
』
か
ら
２
５
０
２
『
酔
雨

句
集
』
ま
で
の
う
ち
、
２
３
８
１
『
水
音
集
』、
２
３
９
５
『
俳
諧
明
治
新
五
百
題
』、
２
３

９
７
『
呉
竹
集
』、
２
４
０
４
『
閑
古
集
』、
２
４
０
５
『
波
々
曽
紅
葉
』、
２
４
１
４
〔
俳
句

会
寄
書
〕、
２
４
１
６
『
題
詠
俳
諧
明
治
千
五
百
題
』、
２
４
２
７
『
ふ
も
と
の
花
』、
２
４
２

８
『
つ
た
ふ
松
風
』
の
九
点
に
つ
い
て
は
中
川
小
十
郎
の
旧
蔵
本
）。
記
載
に
あ
た
っ
て
は

資
料
番
号
、
書
名
、
編
著
者
名
に
絞
る
こ
と
に
す
る
（
表
記
に
一
部
修
正
を
加
え
た
）。

資
料
番
号
　
　
書
名
　
　
　
　
　
編
著
者

２
３
８
７
　
『

』

荒
木
兔
文

荒
木
北
園

２
３
９
６
　
『
ま
つ
た
け
集
』

堀
田
楓
陰

２
４
２
１
　
『
受
来
遺
稿
』

横
山
鶴
処

２
４
２
４
　
『
雪
の
し
づ
く
』

松
浦
九
一
郎

２
４
３
３
　
『
居
中
遺
稿
』

横
山
章

２
４
３
４
　
『
奈
良
茶
』

無
名
庵
露
城

２
４
３
８
　
『
あ
わ
の
か
げ
』

古
谷
鼠
堂

等

２
４
４
０
　
『
夜
寒
百
韻
』

庄
司

風

森
山
鳳
羽

２
４
４
１
　
『
赤
ま
す
ず
り
』

西
尾
其
桃

２
４
４
５
　
『
高
麗
犬
』

小
川
清
美

２
４
５
４
　
『
老
松
集
』

大
熊
文

２
４
７
２
　
『
残
の
雪
』

前
田
伯
志

２
４
８
２
　
『
鶴
の
子
』

横
山
居
中

２
４
８
６
　
『
尾
川
句
集
』

安
藤
忠
治

２
４
９
８
　
『

風
遺
響
』

庄
司

風

２
５
０
０
　
『
小
々
啼
集
』

渡
辺
招
鶯

さ
て
、
西
園
寺
公
望
に
関
す
る
研
究
諸
文
献
を
通
覧
し
て
、
俳
人
公
望
、
不
讀
を

著
し
た
書
物
と
量
に
は
、『
陶
庵

筆
』（
國
木
田
獨

編
・
明
治
三
十
六
年
十
月
・
新

聲
社
）、
前
掲
書
『
陶
庵
公
』（
竹
越
與
三
郎
著
）、『
陶
庵
素
描
』（
安
藤
徳
器
著
）
お
よ

び
、『
園
公
秘
話
』（
安
藤
徳
器
著
・
昭
和
十
三
年
七
月
・
育
生
社
）
程
度
の
記
事
以
上

の
も
の
を
見
な
い
。
そ
こ
で
、
試
み
と
し
て
陶
庵
不
讀
が
ど
の
よ
う
な
発
句
を
作
っ

た
の
か
、
そ
れ
を
西
園
寺
文
庫
所
蔵
の
献
呈
本
か
ら
拾
い
出
し
て
み
た
い
と
思
う
。

〔
凡
例
〕

序
文
な
ど
か
ら
推
定
さ
れ
る
出
版
年
次
順
を
目
安
に
、
所
収
俳
書
名
を
添
え
、
同

時
に
献
呈
本
三
分
類
の
書
目
の
補
足
と
し
て
お
き
た
い
。
な
お
、
発
句
に
は
読
み

や
す
さ
の
便
を
考
え
て
私
に
濁
点
を
補
っ
た
。

○
印
は
現
段
階
で
の
初
出
句
形
。

陶
庵
不
讀
発
句
抄
　
　
　
　
　
　
　
●
印
は
初
出
句
形
に
対
す
る
異
形
句
。

▼
印
は
同
一
句
形
。
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○
黄
鳥
や
窓
の
朝
日
の
和
ら
か
き

（『
雪
の
松
』
・
明
治
34
・
春
日
）

○
寒
い
と
も
け
さ
は
お
も
は
じ
初
日
の
出

（『
ま
つ
た
け
集
』
・
明
治
35
）

○
来
る
風
も
行
か
ぜ
も
あ
る
青
田
哉

（『
ひ
と
重
げ
し
』
・
明
治
36
・
仲
夏
）

○
目
の
あ
た
り
梅
ひ
と
き
あ
り
け
さ
の
春

（『
生
の
松
』
明
治
37
・
初
春
）

▼
来
る
風
も
ゆ
く
か
ぜ
も
あ
る
青
田
か
な

（『
す
き
か
へ
し
六
編

』
・
明
治
37
・
３
）

※
不
讀
・
二
道
・
其
彭
・
羽
洲
四
吟
歌
仙
発
句

○
ま
だ
咲
ぬ
花
か
ら
そ
ゝ
げ
朝
の
雨

（『
貞
徳
翁
追
遠
集
』
・
明
治
37
・
３
）

○
梅
の
咲
く
處
を
庵
の
恵
方
か
な

（『
残
の
雪
』
・
明
治
39
）

●
梅
の
さ
く
あ
た
り
は
庵
の
恵
方
哉

（『
あ
さ
く
さ
集
』
・
明
治
40
・
春
）

○
霧
ま
れ
て
殊
更
白
し
嶺
の
花

（『
う
た
か
た
集
』
・
明
治
40
）

○
其
ま
ゝ
に
雨
と
ふ
り
け
り
花
の
雲

（『
花
の
か
た
み
』
・
明
治
40
）

○
ひ
と
枝
は
梅
も
手
折
て
子
の
日
か
な

（『
研
山
筆
海
』
・
明
治
40
）

○
雪
に
見
て
買
た
く
な
り
ぬ
人
の
庭

（『
同
座
集
』
・
明
治
41
・
３
）

▼
ま
だ
咲
ぬ
花
か
ら
そ
ゝ
げ
朝
の
雨

（『
月
花
帖
』
・
明
治
41
）

▼
ひ
と
枝
は
う
め
も
手
折
て
子
の
日
哉

（『
蓬

』
明
治
42
）

▼
ひ
と
枝
は
梅
も
手
折
て
子
の
日
か
な

（『
し
ま
め
ぐ
り
』
・
明
治
42
・
改
旦
）

●
寒
い
と
も
け
さ
は
思
は
ず
初
が
す
み

（『
老
松
集
』
・
明
治
42
）

▼
梅
の
咲
あ
た
り
を
庵
の
恵
方
か
な

（『
鶴
の
子
』
・
明
治
42
）
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○
鴬
も
ま
だ
音
を
い
れ
ぬ
筥
根
か
な

（
同
右
）

※
不
讀
・
居
中
・
羽
洲
・
石
芝
・
契
外
五
吟
歌
仙
発
句

○
初
は
る
や
何
に
添
て
も
梅
の
花

（『
真
木
ば
し
ら
』
・
明
治
42
・
春
）

▼
は
つ
春
や
何
に
添
て
も
梅
の
花

（『
南
山
曲
』
・
明
治
42
・
仲
春
）

○
初
月
や
ふ
き
か
は
わ
た
る
磯
の
風

（『
ぬ
く
め
た
ね
二
編

』
・
明
治
42
・
晩
春
）

※
不
讀
・
二
道
・
羽
洲
・
竹
涯
・
其
彭
・
左
城
六
吟
歌
仙
発
句

○
冬
牡
丹
手
折
る
も
け
ふ
は
を
し
か
ら
ず

（『
霜
の
暁
』
・
明
治
42
・
中
秋
）

○
御
さ
が
り
や
松
の
若
き
も
ひ
と
げ
し
き

（『
あ
わ
の
か
げ
』
・
明
治
43
・
４
）

▼
初
は
る
や
何
に
添
て
も
梅
の
花

（『
飛

文

』
・
明
治
43
・
５
）

○
葛
咲
て
よ
し
の
ゝ
里
を
狭
め
け
り

（『
古
枝
集
』
・
明
治
44
・
５
）

○
嶺
々
の
名
も
誦
ん
じ
て
夜
明
哉

（『
柳
の
影
』
・
大
正
１
・
秋
）

▼
ひ
と
枝
は
う
め
も
手
折
て
子
の
日
か
な

（『
若
菜
籠
』
・
大
正
２
・
春
）

▼
ひ
と
枝
は
梅
も
手
折
て
子
の
日
か
な

（『
紅
羅
集
』
・
大
正
２
・
春
）

●
ま
だ
咲
ぬ
花
か
ら
そ
ゝ
げ
け
さ
の
雨

（『
雪
の
し
づ
く
』
・
大
正
４
・
初
冬
）

●
は
つ
雪
に
買
た
く
な
り
ぬ
人
の
庭

（『
う
ら
の
雪
』
・
大
正
５
・
１
）

○
萬
斛
の
珠
を
は
き
出
す
清
水
か
な

（『
若
水
』
・
大
正
５
・
春
）

○
逸
物
に
一
鞭
く
れ
て
霜
の
原

（『
奈
良
茶
』
・
大
正
５
・
仲
春
）

▼
雪
に
見
て
買
た
く
な
り
ぬ
人
の
庭

（『
雪
の
竹
』
・
昭
和
２
）

○
桐
咲
て
高
殿
た
か
く
成
に
け
り

（『
蚊
帳
の
ね
ざ
め
』
・
昭
和
５
）
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●
鴬
も
ま
だ
音
を
入
れ
ず
箱
根
山

（『
小
春
草
』
・
昭
和
８
・
６
）

年
次
不
明

▼
其
ま
ゝ
に
雨
と
降
け
り
花
の
雲

（
書
名
不
明
俳
書

資
料
番
号
２
４
６
２
）

○
垣
越
し
に
白
帆
見
添
へ
し
牡
丹
か
な

（『
青
白
し
ふ
』
・
乙
由
庵
立
机
集
）

※
明
治
三
十
八
年
と
推
定
す
る
が
年
次
未
詳

▼
ひ
と
枝
は
梅
も
手
折
て
子
の
日
哉

（『
は
つ
ね
』
・
資
料
番
号
２
４
４
２
）

○
柳
吹
か
た
へ
漕
行
小
舟
か
な

（
写
本
『
摘
草
』
・
資
料
番
号
２
４
１
９
）

※
不
讀
・
宇
山
・
羽
洲
三
吟
歌
仙
発
句

●
初
月
や
吹
か
は
り
た
る
磯
の
風

（
同
右
）

▼
ま
だ
咲
ぬ
花
か
ら
そ
ゝ
げ
今
朝
の
雨

（
同
右
）

※
不
讀
・
羽
洲
・
培
屋
・
浅
水
・
二
道
五
吟
歌
仙
発
句

▼
梅
の
咲
あ
た
り
を
庵
の
恵
方
か
な

（『
冨
岳
』
・
資
料
番
号
２
４
０
２
）

▼
は
つ
月
や
吹
か
は
り
た
る
磯
の
風

（
書
名
不
明
俳
書

資
料
番
号
２
３
９
３
）

松
蔭
寺
白
隠
禅
師
旧
跡

○
寺
旧
り
て
名
の
有
さ
う
な
さ
く
ら
哉

（
同
右
）

▼
雪
に
見
て
買
た
く
な
り
ぬ
人
の
庭

（
同
右
）

現
段
階
で
は
こ
れ
に
『
陶
庵

筆
』
・
『
陶
庵
公
』
・
『
陶
庵
素
描
』
・
『
園
公
秘

話
』
収
載
の
発
句
で
欠
を
補
い
、
今
後
は
遺
漏
の
発
句
を
一
句
ず
つ
拾
い
あ
げ
て
徐
々

に
補
完
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
を
希
望
す
る
。
同
じ
発
句
が
別
の
集
に
載
る
、
言
い
換
え
れ

ば
旧
作
を
他
に
用
い
る
現
象
は
、
今
日
の
新
作
主
義
の
俳
壇
か
ら
見
れ
ば
違
和
感
の
対

象
と
な
る
や
も
知
れ
な
い
が
、
江
戸
期
か
ら
つ
づ
く
俳
諧
史
の
流
れ
の
中
に
置
い
て
見

れ
ば
、
決
し
て
異
を
挟
む
べ
き
事
柄
で
は
な
い
こ
と
を
最
後
に
申
し
添
え
て
お
く
。
な

お
、
題
字
な
ど
の
巻
頭
揮
毫
、
お
よ
び
入
集
俳
書
を
右
に
一
覧
で
き
る
か
た
ち
を
と
っ

た
が
、
こ
れ
以
外
の
俳
書
が
知
己
な
ど
を
介
し
た
贈
呈
本
を
考
え
る
ひ
と
つ
の
目
安
と

な
る
は
ず
で
あ
る
。『
西
園
寺
文
庫
目
録
』
と
照
合
い
た
だ
き
た
い
。

〔
付
記
〕

資
料
の
閲
覧
お
よ
び
掲
載
に
際
し
て
は
、
立
命
館
大
学
図
書
館
よ
り
格
段
の
御
高
配
を

賜
っ
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

（
大
阪
城
南
女
子
短
期
大
学
助
教
授
）
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